
  学校教育計画 

  ４年間の目標と主な方策（令和６年度～令和９年度） 

 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

・世界市民として自立し、探究

心、知識、思いやりに富み、

豊かな世界観を身に付けた

グローバルリーダーの育成

に向けて、質の高い英語教

育、多様な言語や文化の学

び、及び探究的な学びを重視

した国際教育の取組を推進

する。 

・国際科及び国際バカロレアコ

ースの特色ある教育課程を生

かし、２つの教育課程間を含

む教科横断的なカリキュラム

マネジメントを推進する。 

・ＩＣＴの利活用を図りながら、

みずから課題を発見し課題解

決を図る学習を推進する。 

２ 生徒指導・支援 

・多様で柔軟な生徒支援体制及

び相談体制を推進し、規範意

識を身に付けさせるととも

に、生徒の自己理解と相互理

解を深めるきみ細かな指導・

支援を行う。 

・生徒の状況について正確に把

握するとともに適切な指導・

支援を行う。 

・学校生活を通じて生徒に自主

自立の精神が身に付くように

指導する。 

３ 進路指導・支援 

・海外を視野に入れた生徒の進

路希望の実現に向け、学習意

欲を高め、幅広い学力の習得

と定着を図り、組織的計画的

な進路指導を行う。 

・生きる力の育成を目指し、自

主的に将来の進路や職業に

ついて深く学び、人生設計が

できる資質能力を育む。 

・日々の授業に積極的に取り組

む姿勢を身に付けさせ、自ら

の学力の把握と目標設定を行

わせるよう指導する。 

・教科・科目の授業においてキャ

リア教育の視点を持ち、問い

の立て方の工夫・改善を行う。 

・教育活動において積極的にＩ

ＣＴの利活用を推進する。 

４ 地域等との協働 

・環境問題や社会奉仕について

取り組み、生徒が主体的に関

わりながら、地域に開かれた

学校づくりを行うとともに、

地域社会や国際社会に貢献

できるようにする。 

・環境問題や地域への社会奉仕

に取り組むために、学校運営

協議会の機能を活用し、積極

的に地域の人々との交流を行

い、地域との連携を強化する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

・ワーク・ライフ・バランスに

配慮した教員の働き方改革

を推進する。 

・生徒の安全のために教育環境

を整備し、併せてコンプライ

アンスの徹底、事故・不祥事

防止に努める。 

・月に１回は会議のない「プレミ

アムディ」を設定する。 

・事故防止の観点に立った教育

環境づくりをめざす。 

・教育公務員として事故不祥事

防止を図る。 

・全教員でペーパーレス化に取

り組む。 

 


